
　
十
月
十
九
日

　
朝
、
鳴
子
温
泉
越
後
屋
主
人
、
鳴
子
町
づ
く
り
株
式
会
社
の
吉
田
さ
ん
と

久
し
振
り
に
電
話
で
話
す
。
私
事
多
忙
の
よ
う
で
あ
る
が
お
元
気
そ
う
だ
っ

た
。
鳴
子
も
市
町
村
合
併
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。
役
人
の
数
を
減
ら
す
為
の

合
併
と
、
個
々
に
特
色
の
あ
る
地
域
の
力
づ
く
り
は
、
行
政
の
合
併
と
い
う

形
式
で
し
か
成
立
し
な
い
の
か
の
疑
問
は
多
々
あ
る
。
十
勝
の
後
藤
氏
、
東

北
の
結
城
氏
と
話
す
。
杉
全
カ
メ
ラ
マ
ン
と
話
す
。

　
新
大
久
保
で
古
市
氏
に
会
う
。
十
七
時
過
世
田
谷
宗
柳
で
写
真
家
の
杉
全

泰
氏
と
会
う
。
ど
う
や
ら
彼
は
今
、
ラ
オ
ス
に
関
心
が
あ
る
ら
し
い
。
一
年

の
半
分
は
ラ
オ
ス
で
暮
ら
し
た
い
と
の
事
。
出
版
で
考
え
て
い
る
ア
イ
デ
ア

の
相
談
。
人
物
百
人
シ
リ
ー
ズ
。
等
。
再
び
山
田
脩
二
来
る
。
二
十
一
時
半

迄
。
色
ん
な
相
談
。
淡
路
山
勝
工
場
の
件
な
ど
。

　
十
月
二
〇
日

　
朝
、
馬
場
昭
道
さ
ん
よ
り
連
絡
。
日
仏
連
会
談
の
件
。
北
京
が
動
き
始
め

た
の
で
、
動
く
。
山
口
勝
弘
先
生
と
連
絡
。
今
日
、
午
後
う
か
が
う
事
と
す

る
。
天
気
が
良
く
て
気
持
良
い
。

　
午
後
多
摩
プ
ラ
ザ
の
山
口
勝
弘
先
生
を
訪
ね
る
。
鎌
倉
近
代
美
術
館
の
展

覧
会
も
間
近
と
な
り
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。

何
を
話
し
た
で
は
な
く
、
話
し
終
え
た
後
、
異
様
な
感
動
を
覚
え
た
。
そ
の

感
は
別
れ
た
後
も
持
続
し
、
夕
方
研
究
室
へ
行
く
の
も
勝
手
に
キ
ャ
ン
セ
ル

し
て
し
ま
っ
た
。
恥
ず
か
し
い
事
で
あ
る
が
、
こ
の
感
動
を
き
ち
ん
と
し
た

形
に
し
て
お
く
必
要
を
痛
感
し
た
の
で
あ
る
。
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